平成24年度９月補正予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：防災総務費
	事業名: 原子力防災対策費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　知事直轄　危機管理部門　原子力防災室　原子力防災係　電話番号：058-272-1111（内2477）

E-mail：c11118@pref.gifu.lg.jp
	事業費　


　補正要求額：14,245千円
（現計予算額：26,230千円　　　補正後予算額：40,475千円）

	要求内容


	１　要求の内容


　原子力災害対策特別措置法の改正並びに県独自の放射性物質拡散想定調査の検討を踏まえ、当県内における原子力防災対策の充実・強化を図るため、必要な資機材等の整備を行うとともに、放射性物質の放出を想定した原子力防災訓練に必要な経費を見込む。

（1） 原子力防災資機材等整備事業費
1 可搬式空間放射線量測定器（シンチレーションサーベイメータ１０台）

・緊急時における空間放射線量の移動測定のため追加配備
2 身体汚染検査用放射線量測定器（ＧＭ式サーベイメータ１０台）

・緊急時における身体汚染検査のため追加配備
3 ポケット線量計（５０台）

・上記①②に従事する職員が携帯する積算線量計

4 防護服、保護眼鏡、防護マスク等（１００人分）

・上記①②に従事する職員が着用する防護服、防護眼鏡、防護マスク、防護用手袋、シューズカバー（身体への放射性物質付着を防止）
5 ヨウ素剤（約９４千人分）
・安定ヨウ素剤の予防的服用が必要となる可能性のある地域の住民や、そこで活動する職員が服用できるヨウ素剤を確保

（2） 原子力防災訓練事業費

・放射性物質の放出を想定した原子力防災訓練を実施するために必要な経費を見込む。
	２　所要経費


（1） 原子力防災資機材等整備事業費　　 12,245千円
1 可搬式空間放射線量測定器　   　　　　　　 4,631千円
2 身体汚染検査用放射線量測定器　          　3,119千円
3 ポケット線量計　　　　　　　　　　　　　　1,177千円
4 防護服、手袋、シューズカバー、保護眼鏡等　1,479千円
5 ヨウ素剤配備　　　　　　　 　             1,839千円
（2） 原子力防災訓練事業費　　　　　   2,000千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

・地域では実施できない支援を推進する
	２　これまでの取組状況


　福島第一原発事故を踏まえ、本県周辺の原子力事業所の事故等の直接的な影響が本県に及ぶことを前提とした内容に地域防災計画を見直すとともに、事業者からの通報・連絡体制の再整備、モニタリング体制の強化、並びに専門家による助言体制の整備など必要な対策を進めてきた。
　また、平成23年度からの２ヶ年事業として放射性物質拡散想定調査を実施し、そこでの検討を踏まえ、第２段階目の地域防災計画、マニュアルの見直し、原子力防災対策の強化（資機材整備等）を図り、整備した資機材等を用いた原子力防災訓練により地域防災計画、マニュアルの実効性の検証を行うこととしてきた。

	３　これまでの取組に対する評価


福島第一原発事故を踏まえた地域防災計画の第１段階目の見直し、事業者からの通報・連絡体制の再整備、専門家による助言体制の整備など、本県の原子力防災に関する基本的姿勢の明確化並びに県の初動体制を整備することができた。
	決定額の考え方


予備的に配備する測定器などについては、計上を見送ります。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計

予算額
	26,230
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	26,230

	補正

要求額
	14,245
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	14,245

	決定額
	10,147
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,147


